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記者発表資料 

神奈川県景気基準日付の確定 

神奈川県では、県の「景気の山」を 2018 年 9 月、「景気の谷」を 2020 年 6 月と確定した。 

これにより、県の景気拡張期間は 69 か月、景気後退期間は 21 か月となった。 

神奈川県景気基準日付注 1 注 3 

神奈川県では、これまで暫定設定としていた景気の山及び谷について、県の「景気の山」を 2018

年９月、「景気の谷」を 2020 年６月と確定した。 

 

 

神奈川 CI 一致指数 
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※網掛けは神奈川県の景気後退期。 
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神奈川のヒストリカル DI 表注 2 

 

 

神奈川のヒストリカル DI グラフ 

 

 

注1 景気基準日付とは、いわゆる「景気の山・谷」のことで、主要経済指標の中心的な転換点と

されている。景気が拡張から後退に転ずる転換点が景気の山で、景気が後退から拡張へ

転ずる転換点が景気の谷となる。 

注2 ヒストリカル DI とは、一致指数の個別系列ごとに山と谷を設定し、谷から山にいたる期間は

すべてプラス、山から谷にいたる期間はすべてマイナスとして、採用系列のうちプラスの系

列の割合を示したものである。景気基準日付の判定に用いられ、ヒストリカル DI が 50％を

下回る直前の月が景気の山、50％を上回る直前の月が景気の谷に対応する。なお、2017

年 10 月から 2018 年８月までの期間はヒストリカル DI が 50％をわずかに下回ったが、景気

後退局面には当たらないと判断した。 

注3 神奈川県の景気の山は暫定設定時と比較して２か月前方に移動した。これは個別系列の

年間補正等により、個別系列の山が移動したためである。 

※詳しくは、ウェブサイト https://www.pref.kanagawa.jp/docs/x6z/tc20/keiki/top.html を御覧

ください。 

問合せ先  

神奈川県統計センター 

企画分析課長  吉原  電話 045-312-1121（内線 2520） 
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※網掛けは神奈川県の景気後退期。 

 

 

  は景気の山、    は景気の谷を表す。 

2020.6 

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/x6z/tc20/keiki/top.html

